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杉

丈

夫

原

家

系

歌
人
と
し
て
の
曙
覧
を
研
究
す
る
に
は
家
系

の
詳
し
い
考
証
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
。
乙
こ

で
は
従
来
の
研
究
家
に
よ
っ
て
誤
り
伝
え
ら
れ
て

い
る
点
を
訂
正
す
る
程
度
に
止
ど
め
る
。

家
系
研
究
の
資
料
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ

"。。
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一
橘
家
由
緒
書
(
以
下
「
書
」
と
略
す
)

二
歴
代
由
緒
記
(
以
下
「
記
」
と
略
宇
)
一

三
七
屋
舗
部
書
(
以
下
「
部
書
」
と
略
す
}

以
上
三
部
は
福
井
市
木
田
町
橘
宗
賢
氏
所
蔵
。

四
当
家
系
譜
(
以
下
「
譜
」
と
略
す
)

五
正
玄
家
譜
之
略
(
以
下
「
譜
略
」
と
略
す
)

「
譜
」
は
三
国
町
正
玄
馨
民
所
蔵
。
「
譜
略
」

も
正
玄
氏
の
所
蔵
で
あ
勺
た
が
、
今
度
の
戦
災
で
・

杉
原

橘
曙
覧
の
伝
記
資
料

2の5

焼
失
し
た
。
し
か
し
幸
な
こ
と
に
は
、
こ
れ
は
島

崎
圭
一
氏
の
「
橘
曙
覧
の
人
と
芸
術
」
に
収
載
さ

れ
て
い
る
。

橘
民
所
蔵
の
う
ち
「
書
」
は
お
家
流
の
立
派
な

字
で
書
か
れ
て
お
り
、
初
め
か
ら
一
冊
の
書
と
し

て
編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
対
し

「
記
」
と
「
部
書
」
は
両
者
を
一
冊
の
本
に
と

じ
、
乱
雑
な
字
体
で
メ
モ
風
に
記
し
て
あ
る
。
後

か
ら
の
書
き
こ
み
や
帳
紙
も
あ
る
。
更
に
後
か
ら

書
き
・
加
え
る
予
定
で
あ
っ
た
と
み
え
て
、
各
事
項

毎
に
余
白
数
葉
を
と
っ
て
あ
る
。
「
書
」
は
本
文

と
追
加
よ
り
な
る
が
、
本
文
は
享
保
二
年
ご
ろ
に

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
u

追
加
の
最
終
記
事

は
天
明
六
年
で
あ
る
。
「
記
」
と
「
部
書
」
は
宝

暦
十
一
年
に
最
初
の
部
分
が
書
か
れ
て
い
る
。

正
玄
氏
の
「
譜
」
は
曙
覧
の
こ
と
を
一
-
西
山

町
」
と
い
う
語
で
示
し
て
い
る
か
ら
、
嘉
永
一
芯
年

以
後
に
正
玄
宣
K
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
譜
略
」
の
方
は
軸
物
に
な
っ
て
お
り
、
天

保
十
三
年
正
玄
宣
の
自
筆
で
あ
る
。

系
譜
の
大
略
は
橘
諸
兄
の
十
代
目
の
後
育
に
飛

騨
守
嗣
光
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
乙
の
人
は
紀
州

田
辺
の
城
主
で
あ
っ
た
が
、
大
治
年
閲
兵
乱
が
あ

り
、
敗
走
し
て
越
前
に
逃
れ
木
田
に
居
を
構
え
、

た
ο

乙
れ
が
越
前
橘
氏
の
祖
で
あ
る
。

嗣
光
の
十
六
世
の
子
孫
を
泰
直
と
い
う
。
龍
玄

と
号
し
た
。
龍
玄
の
子
に
正
玄
と
い
う
人
が
あ
っ

た
。
こ
れ
が
正
玄
家
の
中
祖
で
あ
る
。
山
田
秋
甫

氏
の
「
橘
曙
覧
伝
」
〈
以
下
山
田
五
「
伝
」
と
略
す
〉

及
び
井
手
今
滋
氏
の
「
橘
家
訴
源
」
(
以
下
「
訴

源
」
と
略
す
)
に
正
玄
を
龍
玄
の
弟
と
記
し
て
い

る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
「
書
」

K
も
「
記
」
に
も

「
譜
略
」
に
も
龍
玄
の
子
と
明
記
し
て
あ
る
。
た

だ
「
部
書
」
だ
け
は
龍
玄
の
「
子
」
と
書
い
た
上

を
消
し
て
「
弟
」
と
直
し
て
あ
る

Q

こ
れ
は
誰
か

が
誤
解
し
て
加
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
山
田

氏
及
び
井
手
氏
は
「
歴
代
由
緒
書
」
よ
り
引
用
し

て
い
る
が
、
該
当
の
文
は
「
書
」
に
も
「
記
」
に

も
な
く
「
部
書
」
に
あ
る
。
原
本
を
見
ず
し
て
孫

引
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

正
玄
が
龍
玄
の
子
で
あ
っ
て
弟
で
な
い
ζ

と
は

年
齢
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
龍
玄
の
父

春
光
は
天
文
二
十
二
年
五
十
二
才
で
麗
し
て
い

る
。
し
か
る
に
「
譜
」
に
よ
れ
ば
正
玄
は
天
正
年

間
幼
年
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
正
玄
は
春
光
の
子
、

つ
ま
り
龍
玄
の
弟
で
は
あ
り
え
な
い

3
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橘
家
は
旧
家
で
あ
る
の
で
、
朱
印
状
に
よ
る
免

税
地
が
十
一
ケ
所
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
十
一
屋

舗
」
と
い
う
。
こ
の
う
ち
四
屋
舗
は
親
類
子
方
に

配
当
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
切
売
し
て
失
い
、
松
守

平
秀
康
の
就
封
後
は
七
屋
舗
と
し
て
黒
印
状
を
も

ら
っ
て
い
る
。
橘
家
所
蔵
の
免
許
状
(
若
越
古
文

書
選
に
収
載
さ
れ
て
い
る
)
に
は
天
正
十
七
年
の

分
に
「
親
類
子
方
十
一
人
分
」
慶
長
七
年
の
分
に

「
親
類
子
方
共
に
七
人
」
と
あ
る
の
で
、
橘
一
族

が
十
一
家
族
も
し
く
は
七
家
族
あ
っ
た
よ
う
に

誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
免
税
地
が
十
一
ケ

所
、
七
ケ
所
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
七
屋
舗
を
具
体
的
に
調
べ
て
み
れ

ば
わ
か
る
。

一
居
屋
舗

ザ
令
。

木
田
町

本
家
の
住
宅
で
あ

二
観
音
堂
屋
舗
飛
騨
守
よ
り
八
代
の
常
円

が
建
て
た
観
音
堂
が
あ
る
。

三
泰
清
院
屋
舗
山
奥
町
寿
岳
院
屋
舗
と

も
い
う
。
橘
家
の
石
塔
所
で
あ
る
。

四
御
蔵
屋
舗
木
田
町
羽
入
藤
兵
衛
屋
舗

と
も
い
う
。
代
々
の
隠
居
所
で
あ
る
。

五
西
屋
舗
木
田
町
休
意
屋
舗
、
玄
休
屋

舗
と
も
い
う
。
龍
玄
の
代
(
そ
の
父
春
光
の
代
と

も
い
う
)
に
親
類
の
休
意
(
玄
休
と
も
い
う
)
を

こ
の
屋
舗
に
出
し
た
。

六
東
町
の
屋
舗
木
田
町
昔
は
乱
雨
屋
舗

と
い
っ
た
。
龍
玄
の
子
乱
雨
を
こ
の
屋
舗
に
出

す
。
し
か
る
に
乱
雨
に
予
が
な
か
っ
た
の
で
、
龍

血
児
(
龍
玄
の
子
)
の
子
久
左
衛
門
を
ま
た
こ
の
地

に
出
す
。

七

正

源

屋

舗

石

場

町

龍

玄

の

子

を

出

す。
す
な
わ
ち
橘
家
の
一
族
が
住
ん
で
い
た
の
は
、

本
家
を
別
と
す
れ
ば
、
休
意
屋
舗
、
乱
雨
屋
舗
、

正
源
屋
舗
の
三
ケ
所
で
、
い
ず
れ
も
龍
玄
の
代
に

土
地
を
分
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
昔
か
ら
の
一
族

で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
龍
玄
の
代
に
何
か
経
済
的

変
動
が
あ
っ
て
、
親
類
や
子
供
に
土
地
を
分
与
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
龍
玄
は
天

文
二
年
生
、
天
正
十
五
年
頭
、
ち
ょ
う
ど
一
向
一

授
が
越
前
を
荒
し
た
戦
国
動
乱
の
時
代
で
あ
る
。

「
譜
」
に
よ
る
と
天
正
年
中
正
玄
家
に
実
子
が

な
か
っ
た
の
で
、
本
家
橘
家
よ
り
幼
年
の
男
子
を

養
子
に
迎
え
た
。
乙
れ
が
当
家
の
中
祖
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
正
玄
家
は
正
玄
以
前
か
ら

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
正
玄
の
養
父
母
に
つ
い

て
は
伺
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
過
去
帳
を
見

て
も
法
名
も
な
い
。
お
そ
ら
く
系
図
も
何
も
な
い

無
名
の
庶
民
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
υ

「
譜
略
」

に
は
「
龍
玄
之
子
天
文
天
正
之
間
来
余
家
再
継
正

統
」
と
あ
る
。

正
玄
を
正
玄
家
の
初
代
五
郎
右
衛
門
と
す
れ

ば
、
曙
覧
は
六
世
五
郎
右
衛
円
で
あ
る

U

た
だ
し

四
世
は
三
世
の
養
孫
で
あ
る
か
ら
、
世
代
で
は
七

世
に
な
る
。
山
田
「
伝
」
に
曙
覧
を
橘
諸
兄
第
三

十
九
世
の
孫
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
世
代
を

数
え
誤
っ
て
い
る
。
三
十
二
世
で
あ
ろ
う
。
ま
た

ノ
血
統
に
お
い
て
は
橘
諸
兄
の
子
孫
で
あ
る
が
、
家

系
と
し
て
は
正
玄
家
が
橘
氏
で
あ
る
と
い
う
確
証

は
な
い
。
山
田
「
伝
」
や
「
拝
源
」
に
あ
る
井
手

氏
系
図
の
う
ち
龍
玄
以
前
の
部
分
は
橘
家
の
系
図

で
あ
っ
て
、
正
玄
家
の
系
図
で
は
な
い
。

正
系
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
背
の
印
鑑
を
見
る

と
「
蝋
問
屋
河
内
屋
正
源
」
と
刻
ん
で
あ
る
。
ま

た
明
治
五
年
の
足
羽
県
一
戸
籍
簿
に
は
正
玄
家
の
職

業
を
「
紙
墨
筆
商
」
と
し
て
い
る
。
い
つ
蛾
問
屋

か
ら
文
具
商
に
転
じ
た
の
か
明
確
で
な
い
。
従
っ

て
曙
覧
の
こ
ろ
ど
ち
ら
の
商
売
で
あ
っ
た
か
判
明
d
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し
な
い
。
こ
の
ほ
か
巨
勝
子
円
(
コ
シ
ユ
シ
エ

シ
)
と
い
う
家
伝
薬
も
製
造
販
売
し
て
い
た
。

正
玄
家
の
財
産
程
度
に
つ
い
て
は
、
井
手
今
滋

民
の
「
橘
曙
覧
小
伝
」
(
以
上
井
手
「
伝
」
と
略

す
)
は
、
曙
覧
の
弟
が
「
父
祖
の
余
沢
に
浴
し
、

現
に
市
中
屈
指
の
商
家
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
井
手
氏
の
ひ
が
み
で
あ
る
。
曙
覧
が

父
祖
の
財
産
を
費
消
し
負
債
を
生
じ
た
た
め
、
弟

が
代
っ
て
再
建
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
文
久
三
年

「
御
城
下
御
用
金
割
」
を
見
る
と
、
御
用
金
の
割

当
は
、
ニ
百
五
十
両
を
筆
頭
に
五
両
ま
で
あ
っ

て
、
こ
の
う
ち
二
十
両
以
上
が
百
五
十
一
人
、
十

五
両
が
五
ナ
三
人
、
十
両
以
下
が
百
二
十
三
人
に

な
っ
て
い
る
。
正
玄
家
は
十
五
両
ク
ラ
ス
で
あ
っ

て
、
屈
指
の
商
家
と
称
す
る
も
の
で
は
な
い
。

51 

家

族

関

係

曙
覧
の
家
族
関
係
に
つ
い
て
は
つ
亦
源
」
を
資

料
に
し
て
大
谷
巌
氏
の
か
な
り
詳
し
い
考
証
が
あ

る
。
乙
乙
で
は
「
訴
源
」
以
外
の
資
料
も
用
い
て

補
説
す
る
。
家
族
関
係
研
究
の
資
料
と
し
て
次
の

も
の
が
あ
る
。

一
橘
家
一
亦
源

井
手
今
滋
氏
が
印
刷
し
て

杉
原

橘
曙
覧
の
伝
記
資
料

族
に
配
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
付
が
な
い
の
で

発
行
年
は
不
明
で
あ
る
。

ニ
累
代
忌
日
目
安
附
略
伝
「
訴
源
L

K
附
録

と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
多
分
曙
覧
の
書
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
(
以
下
「
略
伝
」
と
略
す
。
)

三
妙
歓
寺
過
去
帳
忌
日
は
累
代
忌
日
目
安

と
一
致
し
て
い
る
。

四
当
家
系
譜
上
記
の
累
代
忌
日
目
安
と
一

致
す
る
。

五
足
羽
県
戸
籍
簿
原
本
は
戦
災
で
焼
失
し

た
が
、
石
橋
重
吉
氏
「
幕
末
維
新
福
井
名
流
戸
籍

調
」
に
収
載
し
て
あ
る
。

六
福
井
市
戸
籍
簿

七
山
本
家
過
去
帳

八
山
本
家
系
図
乙
れ
は
最
近
書
い
た
も
の

で
あ
る
。

曙
覧
が
生
れ
た
と
き
彼
の
祖
父
母
は
既
K
亡
く

な
っ
て
い
た
。
父
五
世
五
郎
右
衛
門
(
幼
名
五
三

郎
)
は
実
業
家
と
し
て
相
当
の
手
腕
を
有
し
た
人

ら
し
い
。
「
略
伝
」
に
よ
れ
ば
、
彼
は
末
っ
子
で

あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
家
督
を
継
ぎ
、
大
い
に
業

を
弘
め
、
家
を
起
し
た
。
火
災
に
あ
い
、
家
屋
は

烏
有
に
帰
し
た
が
、
数
年
を
経
ず
し
て
経
営
成
る

と
あ
る
。
こ
の
火
災
と
い
う
の
は
文
政
元
年
七
月

十
一
日
の
福
井
大
火
の
こ
と
で
あ
る
。
謄
覧
の
弟

宣
の
自
伝
に
は
、
文
政
元
年
家
が
擢
災
し
た
年
に

自
分
が
生
れ
た
と
記
し
て
あ
る
。

曙
覧
の
父
に
は
五
人
の
姉
と
二
人
の
兄
が
あ
っ

た
U

五
人
の
姉
(
曙
覧
の
伯
母
)
の
う
ち
一
人
は

不
詳
、
三
人
は
曙
覧
の
生
れ
る
前
に
死
亡
し
て
い

る
。
第
四
女
須
美
子
だ
け
が
在
世
し
て
い
た
。
彼

女
は
福
井
の
下
呉
服
町
煙
草
屋
西
沢
庄
助
の
妻
と

必
り
、
安
政
三
年
八
月
十
二
日
八
十
余
才
で
残
し

て
い
る
。

一
一
人
の
兄
(
曙
覧
の
伯
父
)
の
う
ち
第
一
子
は

不
詳
、
第
二
子
は
五
次
郎
と
い
い
、
大
阪
の
唐
物

屋
士
山
田
垣
家
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
。
妻
は
多
美

子
、
大
阪
の
志
田
垣
氏
で
あ
る
。
曙
覧
の
ハ
ス
が
死

去
す
る
や
、
五
次
郎
夫
妻
は
大
阪
か
ら
福
井

K
来

て
、
曙
覧
の
後
見
人
と
し
て
家
業
を
執
っ
た
。
二

人
と
も
福
井
で
死
去
し
て
い
る
。
五
次
郎
は
天
保

四
年
八
月
六
日
間
以
、
多
美
子
は
天
保
八
年
九
月
二

十
四
日
夜
で
あ
る
。

曙
覧
の
母
は
つ
る
子
と
い
い
、
武
生
の
酢
製
造

商
天
王
屋
四
世
山
本
平
三
郎
の
娘
で
あ
る
。
つ
る

子
は
二
人
の
子
を
生
ん
だ
。
一
人
は
生
後
聞
も
な
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杉
原

橘
幡
覧
の
伝
記
資
料

く
文
化
七
年
七
月
三
日
死
亡
し
て
い
る
。
も
う
一

人
は
曙
覧
で
文
化
九
年
五
月
生
れ
で
あ
る
。
つ
る

子
は
文
化
十
年
十
月
二
十
二
日
病
捜
し
て
い
る
。

残
年
を
「
略
伝
」
の
本
文
で
は
二
十
二
才
と
し
、

頭
註
で
は
二
十
三
才
と
し
て
い
る
。
二
十
二
才
な

ら
ば
寛
政
四
年
生
、
二
十
三
才
な
ら
ば
寛
政
三
年

生
と
な
る
。

つ
る
子
の
死
後
父
は
第
二
の
妻
い
し
子
を
迎
え

た
。
彼
女
は
三
国
港
白
銀
屋
の
娘
で
あ
る
。
こ
の

白
銀
屋
と
い
う
の
は
多
分
白
銀
屋
兵
左
衛
門
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
白
銀
屋
に

は
も
う
一
人
の
娘
い
は
子
が
あ
り
、
こ
れ
が
三
国

港
の
酒
井
清
兵
衛
に
嫁
し
て
生
ん
だ
娘
な
お
子
が

後
に
曙
覧
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
白
銀
屋
は
今
三

国
郵
便
局
の
あ
る
所
に
明
治
初
年
ま
で
住
ん
で
い

た
い
し
子
も
二
人
の
子
供
を
生
ん
で
い
る
。
一
人

は
生
後
間
も
な
く
文
化
十
四
年
七
月
十
六
日
死
亡

し
た
。
も
う
一
人
は
五
郎
三
郎
(
後
に
宣
と
称

す
)
で
、
文
政
元
年
八
月
四
日
生
れ
で
あ
る
。
い

し
子
は
文
政
四
年
三
月
五
日
に
捜
し
て
い
る
。
曙

覧
が
十
才
、
宣
が
四
才
の
と
き
に
当
る
。
従
来
一

部
の
研
究
家
は
、
曙
覧
が
継
母
と
折
合
悪
〈
、
異

母
弟
に
家
督
を
ゆ
ず
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。

父
は
更
に
第
三
の
妻
と
結
婚
し
た
。
彼
女
は
粟

屋
氏
と
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
、
名
も
回
収
年
も
不
詳

で
あ
る
。
彼
女
は
繁
子
と
い
う
娘
を
生
ん
だ
。
繁

子
は
勝
山
の
梅
田
文
助
に
嫁
し
、
元
治
元
年
八
月

十
三
日
に
捜
し
て
い
る
。
繁
子
が
親
類
と
し
て
取

扱
わ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
母
粟
屋
氏
が
過
去
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
結
婚
後
間
も
な
く

夫
が
死
亡
し
た
の
で
、
他
に
再
婚
し
た
か
ら
で
あ

ザつ〉つ。曙
覧
の
父
は
文
政
九
年
五
月
十
二
日
四
十
四
才

で
捜
し
た
。
逆
算
す
れ
ば
天
明
三
年
生
れ
で
あ

る
。
二
十
七
才
ご
ろ
結
婚
し
、
一
二
十
才
の
と
き
曙

覧
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
父
死
亡
の
と
き
、
曙

覧
は
十
五
才
、
宣
は
九
才
で
あ
る
。

曙
覧
の
妻
な
お
(
な
を
と
も
書
い
て
あ
る
)
は

文
化
十
三
年
十
一
月
十
七
日
生
れ
、
明
治
三
十
七

年
六
月
十
日
死
去
し
て
い
る
。
享
年
八
十
九
才
で

あ
る
。
山
田
「
伝
」
に
大
正
二
年
百
才
で
残
し
た

と
あ
る
は
で
た
ら
め
で
あ
る
。
右
の
生
残
年
は
福

井
市
一
戸
籍
簿
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
生
年
に
つ

い
て
は
多
少
の
疑
問
が
あ
る
。
明
治
五
年
足
羽
県

一
戸
籍
簿
に
は
、
な
お
の
年
齢
を
五
十
八
才
と
し
て

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
逆
算
す
れ
ば
文
化
十
二
年

生
れ
と
な
る
。
ま
た
明
治
三
十
四
年
に
八
十
八
才

の
賀
を
聞
い
た
と
い
う
山
田
「
伝
」
を
信
頼
す
れ

ば
、
生
年
は
文
化
十
一
年
と
な
る
。

曙
覧
と
な
お
の
結
婚
は
天
保
三
年
四
月
十
日
、

曙
覧
は
二
十
一
才
、
な
お
十
七
才
で
あ
る
。
彼
女

は
三
国
港
の
材
木
臨
海
津
屋
(
会
津
震
と
も
書
い

て
あ
る
)
酒
井
清
兵
衛
(
清
平
と
も
あ
る
)
の
二

女
で
あ
る
。
清
兵
衛
は
安
政
四
年
三
月
二
十
七
日

捜
し
て
い
る
。
彼
女
の
母
い
は
子
は
既
に
述
べ
た

と
と
く
白
銀
屋
兵
左
衛
門
の
娘
で
、
曙
覧
の
継
母

い
し
子
と
は
姉
妹
で
あ
る
ら
し
い
か
ら
、
曙
覧
と

な
お
は
義
理
の
従
兄
妹
に
な
る
。
い
は
子
は
安
政

四
年
十
一
月
十
四
日
に
捜
し
て
い
る
。
な
お
に
は

七
郎
右
衛
門
(
春
崎
と
号
す
)
と
い
う
弟
が
あ
っ

た
が
、
嘉
永
二
年
四
月
十
七
日
嗣
子
な
く
し
て
死

亡
し
た
の
で
、
酒
井
家
は
清
兵
衛
夫
妻
の
死
後
廃

家
と
な
っ
た
。
(
未
完
)

(
附
記
)
本
稿
の
資
料
収
集
に
つ
い
て
は
谷
口
初
志

氏
、
斎
藤
槻
堂
氏
、
石
川
銀
栄
子
氏
、
正
玄
馨
氏
、
光
成
魚

氏
、
橘
宗
賢
氏
、
大
谷
巌
氏
、
山
本
平
三
郎
夫
人
、
高
畠
田
同

夫
氏
、
妙
歓
寺
住
職
な
ど
多
く
の
人
の
御
助
力
に
よ
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
。
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